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2019 年 8 月 7 日 

株式会社電通  

代表取締役社長執行役員 山本 敏博  

（東証第１部 コード番号：4324）  

  

2019年12月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

株式会社電通（本社：東京都港区、代表取締役社長執行役員：山本 敏博）は、本日開催の

取締役会において、上期の実績および現時点での下期の見通しを踏まえ、2019年2月14日に公

表した2019年度通期（2019年1月1日～12月31日）の業績予想を修正することといたしました

ので、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

1. 当期の連結業績予想数値の修正（IFRS 基準、2019 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

  
今回修正 
予想(A) 

前回発表 
予想(B) 

増減額  
(A－B) 

増減率 
 (%) 

(ご参考) 
前期実績 
(2018 年 
1-12 月) 

収益 (百万円) 1,054,400 1,097,900 △43,500 △4.0 1,018,512 

売上総利益 (百万円) 959,700 986,400 △26,700 △2.7 932,680 

調整後営業利益※1 
(百万円) 142,900 157,400 △14,500 △9.2 153,229 

オペレーティング・ 
マージン※2 14.9% 16.0% △110 bps ― 16.4% 

親会社の所有者に帰属

する調整後当期利益※3 
(百万円) 

86,000 95,400 △9,400 △9.9 97,419 

基本的 1 株当たり 
調整後当期利益 (円) 305.08 338.42   345.59 

営業利益 (百万円) 98,500 122,500 △24,000 △19.6 111,638 

親会社の所有者に帰属

する当期利益 (百万円) 35,800 61,400 △25,600 △41.7 90,316 

基本的 1 株当たり   
当期利益 (円) 127.00 217.81   320.39 

※1.「調整後営業利益」は、営業利益から、買収に伴う無形資産の償却費、M&Aに伴う費用、被買収会社に帰属する株式報

酬費用ならびに減損、固定資産の売却損益などの一時的要因を排除した恒常的な事業の業績を測る利益指標です。 

※2.「オペレーティング・マージン」は、「調整後営業利益÷売上総利益」で計算しています。 

※3.「親会社の所有者に帰属する調整後当期利益」は、当期利益（親会社所有者帰属分）から、営業利益に係る調整項目、

関連会社株式売却損益、アーンアウト債務・買収関連プットオプション再評価損益、これらに係る税金相当・非支配

持分損益相当などを排除した、親会社所有者に帰属する恒常的な損益を測る指標です。 



  
 

 
 2 / 3 

 

2. 当期の連結業績予想数値の修正理由 

国内事業において、今回修正予想では、複数の大型スポーツイベントがあった翌年の目標と

して、過度に高かったトップラインを中心に修正しました。そのため、国内事業のオーガニッ

ク成長率※を、前回発表予想に織り込んでいた6.1％から、1.4％まで引き下げます。それに伴

い、オペレーティング・マージンは20.3％から17.4％へと下がる見通しです。 

海外事業については、上期に中国やオーストラリアなどいくつかの主要国でオーガニック成

長がマイナスになったことを受け、今回修正予想では、前回予想の3.0％以上には届かないも

のの、プラスのオーガニック成長を見込んでいます。下期は、米国や欧州において新規に獲得

した顧客の扱い増が見込まれることや、2018年下期における顧客喪失の影響が一巡すること

などから業績は上向く見込みです。オペレーティング・マージンは、コストマネジメントを引

き続き強化することで、前回予想から20 bps（ベーシスポイント）増の13.2％になる見通しで

す。 

 
※「オーガニック成長率」は、為替やM&Aの影響を除いた内部成長率です。前年期初から直近決算期末までに実施した

M&Aについては、当期に連結された月数分は前年同期にも連結されていたと仮定して、M&A先も含めてオーガニック

成長率を計算しています。 

 

2019 年度 地域別の連結業績予想数値  
  今回修正 

予想 
(A) 

前回発表 
予想 
(B) 

増減額  
(A－B) 

増減率 
 (%) 

国内事業 

(百万円) 

売上総利益 383,200 400,800 △17,600 △4.4 

調整後営業利益 66,800 81,300 △14,500 △17.8 

オペレーティング・マージン 17.4% 20.3% △290 bps ― 

海外事業 

(百万円) 

売上総利益 576,500 585,600 △9,100 △1.6 

調整後営業利益 76,100 76,100 ― ― 

オペレーティング・マージン 13.2% 13.0% +20 bps ― 

 

（参考）為替換算レート 

  
今回修正予想 

（2019 年 1-6 月平均） 

前回発表予想 

（2019 年 1 月平均） 

(ご参考) 
前期実績 

（2018 年 1-12 月平均） 

円/USD 110.0 円 109.0 円 110.4 円 

円/GBP 142.4 円 140.7 円 147.5 円 
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3. 当期の個別業績予想数値の修正（日本基準、2019 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

  今回修正 
予想(A) 

前回発表 
予想(B) 

増減額  
(A－B) 

増減率 
 (%) 

(ご参考)  
前期実績 

(2018 年 1-12 月) 

売上高 (百万円) 1,513,700 1,628,300 △114,600 △7.0 1,539,962 

営業利益 (百万円) 30,800 48,300 △17,500 △36.2 48,604 

経常利益 (百万円) 48,600 64,200 △15,600 △24.3 75,414 

当期純利益 (百万円) 40,600 48,600 △8,000 △16.5 94,841 

1 株当たり当期純利益 (円) 144.03 172.40   336.44 

 

以 上 

 

 

 (注)この資料に記載している収益および利益の予想数値は、業界の動向、顧客の状況、その他現時点で入手可

能な情報による判断および仮定により算出しています。従って、予想に内在する不確定要因や今後の事業

運営における内外の状況変化等により、実際の収益および利益が当該予想と異なる場合がありますので、

ご承知おきください。 

 


